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ナノグラフェンのエッジ上のカルボキシ基に様々な有機置換基を導入
できる。これを利用することで、ナノグラフェンをベースとした発光
材料[1]やエレクトロクロミック材料[2]，金属ナノ粒子を担持した触媒
[3]を開発した。
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酸化分解[4]黒鉛粉末

ナノグラフェン
（直径数nm~数十nm） サイズ分画後のナノグラフェン[6]
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エッジ部分の拡大図[5]

（模式図）
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エッジ修飾によりナノグラフェンに様々な機能を付与できるだけでは
なく，有機溶媒などに分散できるようになった。様々な有機置換基を
導入することで優れた機能性ナノ炭素材料の実現が期待される。

PVDF(*)への分散と紫色発光の実現[1]

赤色発光と青色発光の有機
置換基の同時導入

PVDF=Poly Vinylidene DiFluoride 
(ポリフッ化ビニリデン)

近赤外領域におけるエレクトロ
クロミック材料の実現[2]

ドナー性有機
置換基の導入

有機置換基の導入と
金属ナノ粒子の担持

Pdナノ粒子を担持したナノグラフェン[3]

（積水化学様との共同研究）

複数の発光色の加色混合
による中間色の再現


	スライド 1

